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高等学校学習指導要領（平成２１年３月告示）

第１章 総則

第１款 教育課程編成の一般方針
３ 学校における体育・健康に関する指導は，生徒の発達の段階を考
慮して，学校の教育活動全体を通じて適切に行うものとする。特に，
学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指導，安全に関
する指導及び食育その他の心身の健康の保持増進に関する指導につ
いては，保健体育科の時間はもとより，技術・家庭科，特別活動な
どにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう努めることと
する。また，それらの指導を通して，家庭や地域社会との連携を図
りながら，日常生活において適切な体育・健康に関する活動の実践
を促し，生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎
が培われるよう配慮しなければならない。

第２章 各学科に共通する各教科
第６節 保健体育

第２ 保健
２ 内容
（２）生涯を通じる健康

ア 生涯の各段階における健康
生涯にわたって健康を保持増進するには、生涯の各段階の

健康課題に応じた自己の健康管理及び環境づくりがかかわっ
ていること。

３ 内容の取扱い
（６）内容の（２）のアについては、思春期と健康、結婚生活と健

康及び加齢と健康を取り扱うものとする。また、生殖に関する
機能については、必要に応じ関連付けて扱う程度とする。責任
感を涵養することや異性を尊重する態度が必要であること、及
び性に関する情報等への適切な対処についても扱うよう配慮す
るものとする。

第５章 特別活動

第２ 各活動・学校行事の目標及び内容
〔ホームルーム活動〕
２ 内容
（２）適応と成長及び健康安全
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エ 男女相互の理解と協力
ク 心身の健康と健全な生活態度や規律ある習慣の確立

【高等学校学習指導要領解説（保健体育編）】
○ 思春期と健康

思春期における心身の発達や健康課題について特に性的成熟に伴
い、心理面、行動面が変化することについて理解できるようにする。
また、これらの変化に対応して、自分の行動への責任感や異性を尊重
する態度が必要であること、及び性に関する情報等への適切な対処が
必要であることを理解できるようにする。
なお、指導に当たっては、発達の段階を踏まえること、学校全体で

共通理解を図ること、保護者の理解を得ることなどに配慮することが
大切である。

○ 結婚生活と健康
健康な結婚生活について、心身の発達や健康状態など保健の立場か

ら理解できるようにする。
その際、受精、妊娠、出産とそれに伴う健康課題について理解でき

るようにするとともに、家族計画の意義や人工妊娠中絶の心身への影
響などについても理解できるようにする。また、結婚生活を健康に過
ごすには、自他の健康への責任感、良好な人間関係や家族や周りの人
からの支援、及び母子への健康診査の利用などの保健・医療サービス
の活用が必要なことを理解できるようにする。
なお、男女それぞれの生殖にかかわる機能については、必要に応じ

関連付けて扱う程度とする。

【高等学校学習指導要領解説（特別活動編）】
○ 男女相互の理解と協力

高校生の時期は、身体的にほぼ成熟し、男女それぞれの性的な特徴
が明確になってくる。それにつれて、異性への関心も高まり、異性と
の交友を望むようになり、意識する異性の対象がかなり特定化される
傾向も強まってくる。そして、男女が相互に相手を異性として強く意
識するようになることが、かえって男女における身体的・精神面の違
いの理解や、異性と人間関係を築くことに当たってのルールやマナー
についての理解の妨げとなる場合もある。
このため、男女相互の理解を一層深めるとともに、人間として互い

に協力し尊重し合う態度を養うことが大切である。その際、日常の諸
問題などに対して互いに協力して問題を解決し、共に充実した学校生
活を築くような主体的な意識や態度を育成するとともに、家庭や社会
における男女相互の望ましい人間関係の在り方や男女共同参画社会な
どについて、幅広く考えていくことが望まれる。
具体的には、例えば、男女相互の理解と協力、人間の尊重と男女の



平等、異性交友の望ましい在り方、男女共同参画社会と自分の意識な
どの題材を設定し、アンケートやインタビューをもとに話し合ったり、
新聞やテレビ等の資料をもとに話し合ったり討論したりして展開して
いくことが考えられる。
なお、「男女相互の理解と協力」については、性に関する指導との

関連を図ることが大切である。性に関する指導については、青少年の
性意識の変化、性モラルの低下などが指摘されていることを十分に考
慮し、特別活動全体を通して行う人間としての在り方生き方に関する
指導との関連を重視するとともに、特に、保健体育科の「保健」との
関連を図り、心身の発育・発達における個人差にも留意して、生徒の
実態に基づいた指導を行うことが大切である。

○ 心身の健康と健全な生活態度や規律ある習慣の確立
また、性に対する正しい理解を基盤に、身体的な成熟に伴う性的な

発達に対応し、適切な行動がとれるように指導・援助を行うことも大
切であり、性的情報の氾濫する現代社会において、自己の行動に責任
をもって生きることの大切さや、人間尊重の精神に基づく男女相互の
望ましい人間関係の在り方などと結び付けて指導していくことが重要
である。
具体的には、心の健康や体力の向上に関すること、口腔の衛生、生

活習慣病とその予防、望ましい食習慣の確立など食育に関すること、
運動・休養の効用と余暇の活用、喫煙、飲酒、薬物乱用などの害や対
処方法に関すること、性情報への対応や性の逸脱行動に関すること、
エイズや性感染症などの予防に関すること、ストレスヘの対処と自己
管理や規律ある習慣などについて生徒の発達の段階やホームルームの
実態を踏まえて題材を設定し、身近な視点からこれらの問題を考え意
見を交換できるような話合いや討論、実践力の育成につながるロール
プレイングなどの方法を活用して展開していくことや、専門家の講話
やビデオ視聴を通しての話合いなどの活動の展開も考えられる。こう
した活動を通して、自らの健康状態についての理解と関心を深め、望
ましい生活態度や規律ある習慣の確立を生徒自らが図っていくことが
望まれる。
なお、心身の健康と健全な生活態度や規律ある習慣の確立にかかわ

る指導は、保健体育科の「保健」をはじめとした各教科・科目の学習
との関連、ホームルーム活動の他の活動内容との関連について学校全
体で共通理解を図ることが大切である。また、個々の生徒の状況に応
じた個別指導が必要となる場合もあることを踏まえ、指導内容によっ
ては集団指導と個別指導との内容を区別しておくなど計画性をもつと
ともに、保護者の理解を得ながら実施することも必要である。さらに、
指導の効果を高めるため養護教諭などの協力を得ながら指導すること
も大切である。



出典：大修館書店「現代高等保健体育」
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平成２４年度 性に関する協議会開催要項
～近年の性に関する課題の正しい理解のために～

１ 目 的

学校においては、何より子どもたちの心身の調和的発達を重視する必要があり、そのためには子ど

もたちが心身の成長発達について正しく理解することが不可欠である。しかし、近年、性情報の氾濫

や、子どもたちを取り巻く社会環境が大きく変化する中で、子どもたちが性に関して適切に理解し、

行動できるようにすることが課題となっている。そのためには、現在のエイズ及び性感染症や妊娠出

産に関する課題などについて、教職員等が正しい認識を持つことが重要である。

本協議会では、講演のほか、専門家によるパネルディスカッションを通して、近年の性に関する課

題を理解し、特に中学校及び高等学校における性に関する知識、知見について理解を深めることを目

的に実施する。

２ 期日及び会場

期 日 会 場

文部科学省講堂（中央合同庁舎第７号館東館３階）平成25年2月12日（火）

13:00～16:30 東京都千代田区霞が関三丁目２番２号

電話 03(5253)4111（代表） （内線）2918

（※定員は３００人程度を予定しています。）

３ 主 催

文部科学省

４ 対 象

(1) 都道府県・指定都市教育委員会の指導主事等

(2) 国公私立中学校、高等学校の校長、副校長、教頭、教職員等

５ 日 程

12:00 13:00 13:10 14:10 14:20 15:20 15:40 16:30

(1) (2) (3)

パネルディスカッション パネルディスカッション受 付 開会 講 演 休憩 休憩

（前半） （後半）

６ 内 容

(1) 講 演 京都大学大学院医学研究科准教授 木 原 雅 子

（2） パネルディスカッション（前半）講義

①妊娠・出産について

国立成育医療研究センター母性医療診療部不妊診療科医長 齊 藤 英 和

②子宮頸がんについて

慶應義塾大学医学部産婦人科学教室婦人科医長 藤井多久磨

(3) パネルディスカッション（後半）討論及び質疑応答

コーディネーター 文部科学省スポーツ・青少年局

学校健康教育課学校保健対策専門官 知 念 希 和

パネリスト 学校健康教育課教科調査官 森 良 一

※パネルディスカッション前半の各講演者を予定
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